
【学校関係者評価委員会】 

 

平成 30 年 10 月 26 日に学校関係者評価委員会を開催いたしました。本校の自己点検に対

する意見を列挙いたします。 

①生徒支援について 

  新聞報道等を通じて、福島県では「いじめ」が増えていると聞いたが、学校で「いじ

め」はあるのか。ある場合はしっかりと対応するべきではないか。 

②教育環境について 

 ・定員を確保するためにも、校舎の見た目が大切である。校舎移転あるいは新校舎建設

を考えるべきではないか。 

・中学生のような若い人の学校選択の感覚を考えると、校舎の外観も考慮するべきでは

ないか。 

・校舎をわざと古くしておしゃれにするとかして、デザインの工夫をしてはどうか。 

・生徒と一緒に校舎を整備してはどうか。生徒も学校に愛着を持つだろう。 

③生徒の受入れ募集について 

 ・アピールが弱いのではないか。他校との違いを明確にしてアピールをするべきではな

いか。 

 ・不登校生徒を受け入れていることをもっとアピールすべきではないか。 

 ・郡山学院高等専修学校と、姉妹校のケイセンビジネス公務員カレッジとの連携がある

ことも打ち出すと、保護者はより安心するのではないか。 

 ・体験入学会で、不登校の保護者の話を聞くことで出願に結びつけることになるのでは

ないか。 

 

※上記の意見を参考にして、さらに本校をより良くするために努力いたします。 


